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健康のための生化学的研究
(1) 膜酵素（Interferon,Immunoa川ibody）の基礎知識
Bio-chemical studies for Improving Health: 
(1) An Elementary Knowledge of In飴rferon,Irr阻 IID<泡ntibooy.
田所哲太郎
Tetsutaro Tad<北wro
Chloroplast 聞のElectron転位が光合成（炭水化物 ）を行う。乙の際 Carbodimide （癌
毒） Iとより阻止される。このとき癌毒と結合する lnterferonまたは Immunoantil:x>dyなる膜
酵素により免疫（抗癌）されるのは， Electrical PotentialがThylakoid膜を光により通過
すると同一であろうと P.Gruberらが述べた。 Immunoglobuliriの側鎖lζm-RNAが群集する
こと I. Schechterらがみた。かく Antibodyは Immuno globulins表面に Antigenを集めると、
T. Ve .Milinらが述べた。かかる膜酵素の性質が生物長寿 （0 Id) I乙至ると Turnover（混舌L)
すると T.M.Specterが述べた。Turnoverを yo沼恵生物のもので補給するのが田所健康食で
ある。若き生物体で lmmunoantilx吻合成の差異を温度差で変るこ と，同一土壌の温室と
室外との里芋の粘液量差でみた田所である。 F.Itoら蛙 Spindle申の lntrfusalMuscle fiber 
と， afferent nerve ( Muscle I ike protein ）とのElectrical coup! ing につき報告した。
M.G. Caronらは Temperatur宅 lmmutabilityof adenylcyclase couplined B-adenergic rece-
pters を述べた。これを田所は里芋の栽培温度で確認した。また田所は秋田森岳湖面のジ
ュンサイの穂先の粘液が，初春よりも夏季に粘度高く固体様に変わることを確認した。ま
た鮭の血液中タ ンパク TurnoverrateをNature( 19 7 4. vol. 2 4, 4 5 2・96 6 ）で述べたo
F. Ito, N. kanamoriらは蛙spindle申 lntrfusalMuscle fiberとafferentnerve ( Muscle li-
ke protein）との electricalcoupling につき報告した。M.G.Caronらは， Tempera tu陀 lm
muntabi lit y of adenyl cyclare coupli暗 号dB-adenergic recepters を述べたことを参考とし
て，田所は高温度による里芋の粘液タンパク合成量の高まることをみた。温室と戸外地と
のものの聞に，粘度 20～ 30%の差異をみた。 又前述のようにジュンサイ穂先粘液の春
より夏期lζ高まり半固形を呈し，又鯉の体内タ ンパクの生合成血液中i乙夏期には入り，サ
ナギを飼料とせしものに最高量の生成をみている。また生きアワビ粘液（糖タ ンパク ）の
生合成を 38° 0 6時間インキュベー トで最高量を採集することが出来た。 納豆菌粘液の分
泌は， 菌発育高温圏でのインキュベー卜によ って行われ， 多量採集される。昆布粘液Al-
gin酸，マンノウ ロン酸は 35°0温水中，数時間で採集する。
水揚げ後 48時間生命力を有するアワビ貝膜肉を細切し，（ ウニ卵，ナマコなども同様）
膜酵素 （Interferon, Immuno血 tibo々 同効力 ）粘液の分泌には，刺激剤として， Polycar-
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boxylate （生体申の有機酸） Virus菌類には， Poly-uridin, Poly-cytidinとNacl,glue輔
の少量を添加し， 38° 0で最少 8時間インキユベー 卜し，アルコールを加えて 20%！＜＇.至
るとき，淡藍色蛍光透明液として，鴻過分離採集する。これを 5°0以下の低温l乙保持して
注射や飲用に供する。この蛍光は高温圏で振還するとき Quench（＇消える）し，そのとき免
疫抗体力価，また抗癌力，自然治癒力（生物電池機能 ）を失うことを確認した。（次の論
文に詳説）蛍光あるアルコール溶液を淡め， 'Ehrlich腹水癌マウスに注射または飲用せし
めて，抗癌力を発揮し，生存回数を増大する lnterferon効果をあ らわす。
抗癌力をあらわすものに，菊花（辞）酒のFlavoooid液がある。東大医学部でFlavonoid
を蜂脳に注射して，脳波を 10倍以上増大する乙とを認めた。生物電池の効果がこれであ
る。菊花酒は新鮮黄色の食用菊花緋を醗酵酒に投じ，麹を加えて更に6ヶ月間醗酵をけい
続してえられる。紅花からも同効の Flavonoid・がえられること，漢法百科中に教見する。
納豆の場合，総状菌による粘液にも生物電池効果をみている欧米学者があり，また漢法
薬の黒豆の醸酵酒は若鼓と称し医療用に供せられる。
血液ヘモグロビン（ Fe ）同様， Cytchrome神経細胞より呼吸酵素として採集され，生理
効果をあげる。この点葉緑素の生理効果はキャベジ ンにも類する。
(2）膜酵素粘液による抗体Antibody力価とPolycarbohydrate
(2) Valve of Antibody by Interferon Mucus and Polycar加hydrate.
Immunoglooo.lin側鎖にみるDifferentpolycarbohydrate，菌輩粘液にみる生理効果も Poly-
ca尚南rdratel乙由来する。田所はアワビ員粘液の Polycarbolzydrateタシパク抗癌効果に比較
し，ウニ卵膜酵素Lipid糖タンパクの効果のはるかに高いことを確認した。 Anti加dyなる
Immunoglobulinの表面l乙Antigenを集める力は，乙のLipid-ca巾 hydrate, Polycarbohy-
drate, mむllOse, g a lactose , Phamunoseなど Polycar加，hydrate の種類によって Uron酸の生
成が異なり，Antigentct る Poly- Amino を集める力K，強弱あることに考え及~、ものがあ
る。 UncopolysacぬarideHyaluronate種類により強弱異なる。 膜構造変化を分光々度計に追
究すれば，活動電位差を測定しうる。田所はエビ，カニの神経活動と複合体をつくる酵素
cholinesterase の酵素反応係数を測定し，その高いものを健康食に混用した。
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(3) 自然食による家庭医療の研究と自然治癒健康食
(3) A S知命 of Domestic Medical Treatment and Healthful Natural Food 
大阪医大癌センターでは，癌治癒剤を抗生物質i乙求めることの不合理を発表した。家庭
での日常三度の食事に，栄養健康食で癌予防治療を托すべきであるという。また老医師は
多年，医薬のみにたよった医薬を忌み嫌い，自然界生物のみから自然的治療によることを
求むべきであることを添える。自然界の生物には医薬なくしてよく治癒する。百才の老人
にして，毎日雑草と薬草とを自然界に求め，毎日三度の食事前l乙飲むのをみた。最近の
Electrical Potential across the thyla』roidmembraneは，永続光線で引き起すと報告する小島
氏（ 1 9 7 3化学と工業）イカ神経組織酵素の活性発現を， Caの結合酸性タンパク（分子
量 1,10 0～1,3 0 0）で，抗 Ca結合タンパク質抗体との身体結合反応を研究した加藤が報
告した。また相沢も活動電位発生l乙ともなう生体膜の構造変化を研究して，膜の光散強度
の変化をみているというから，光度計（田所使用）による測定で構造の変化も測定される。
古くから抗癌剤反応を癌組織粘度の光学計効果で研究され， Glycoproteinsの構造中Ami-
noacidの外にガ、ラクトースーグルコサミンーマンノースなど，分子構造内lζ発見される
Ovomucoid （卵膜酵素粘液）に注意するようになった。昆布が健康食なること， Polyman-
nose saccharideが Inmunoglobulineと同様Algin酸の補血剤として効果をみている。 Peni
cillium lζgalacto furanosil核がみられ，食菌作用の白血球膜酵素には ComplexCarbohydra-
teがみられ， Salmonela kはAnti α－ glucose -1 -6 , g alactoseも存在する。
海藻コンブ健康食は，古くからわが国民は賞味する。 90才この健康食を田所は 15才
頃から毎日欠かさず汽車中にも，旅行先にも持参し，身体から離したことなく食用に供し
ている。海草（ワカメ，フノリ，マツモ……）のほか湖水面の藻，エビモ，なども健康食
である。現今岩子から，ワカメ，ソノヌが出荷され市場に健康食としてあらわれた。岩手海
岸貧漁村lζ127才の老翁あり，若い時代はコンブ飯にウニ卵醤油で食事をとった。
「鮭脳，軟骨，皮，脊髄の粕味噌汁」を田所は愛用している。特に眼球部を大事に取り
出し混入し，さらに北海道造りの「めふん」なる脊髄に添うて血液嚢をも混入する。
「ベルモット，フォンデケーゼ，ニラ，萌，ニンニク，パン，葡萄酒」麻黄溶液（小児
には 10倍の水を混入する）
「ベルモット，納豆，フォンデケーゼ，ニラ，ニンニク，パン，葡萄酒」（小児には稀
釈する）
「納豆，乳抗体，卵，日本酒J
「ベルモット，カニ，蜂蜜，スソ酒」
「ベルモット，鰻肝，ウニ，タマ lJ，葡萄酒」
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「そばとトコロテン食（海草食）」
「大魚（サケ，ブリ，オヒョウ）頭，脊髄，焼き骨，酒lとて煮出す味噌汁」
「皮付きポテト，ズワイ蟹スープ，コンソーメ（ニンニク入り）下痢止（ゼネガ添加）」
「ホタテ貝，アワビ員入り鮭肉，昆布粘液スープ」若返りによい
「アワビ貝細切入り鮭（スケソ）肉海草入りスープ」小供の発育期の良栄養
「抹茶，肝臓ぺースト， j フン，骨髄入り菊花酒」
「アスパラ，柑らん，パーセリ入り（スケソ肉卵子）酢漬」
「鯛，鮭，頭，軟骨，皮膜，脊髄のチーズ味噌汁J難病児（老人 ）Iζよい
「カキ員，チーズ，パーセリ入りバターいため，腔芽米粉グラタン」幼児，風邪によい
「田所ネオ，インターフェロン菊花自然治癒食（免疫）」老人，幼児の癌によい
「ウナギに魚肉添加のうえ，昆布煮物御飯解当」
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私の人生哲学
My Philosophy of Life 
田所哲太郎
Tetsutaro Tadokoro 
1. 私の生涯
秋田域下町に生れ， 18才の時は日露戦争最中で青函連絡も不自由で露艦の砲げきを恐
れ，燈火を消し室蘭港l乙密行した。札幌の北大に入学した。札幌に住居すること約 80年，
その間，北大，学大（教大）畜大に公務員として働き， 77才で自由の身となり，伊豆で自
然健康食研究所に北大の若い大学院学生三人とともに約 12年暮した。伊豆lζ来たのは長
男達雄逝去の地l乙愛着をもっていた。とくに私が 43才で妻（達雄の母）と別れ， 三児と
